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・それぞれの文法は理解できてい

ても、それを使い自分のこととし

て表現できない。

・単語にとらわれ、長文を読むの

に時間がかかる。

・長文の中で、ヒントになる単語

が探せない。

・どの文法を使って表現するのか

の判断ができない。

・主語、動詞がないなどの基本が

身に付いていない生徒がまだい

る。

・どのような状況で使用する

英文なのか判断できるように

する。

・自分のことを表現する時間

を増やす。（書き、話す）

・長文を細かく文法説明、内

容確認すると、内容だけをと

らえるのことに不安になる生

徒がいる。

・新しい文法を学ぶときに

は、様々な状況を用意して英

文をつくる。

・毎時間復習の時間をとり、

既習事項を使い、自分のこと

について書いたり、話したり

する。例文も用意する。

・長文の内容を推測する訓練

をする。多くの文章にふれ

る。

・読むことと話すことを中心

とした授業でやりとりができ

るので、授業を理解している

と思っている生徒が多い。

・語句を覚えて使ったり、文

を書いたりして表現すること

が苦手である。

・自分の考えを英文で書いて

表現することに自信がない生

徒が多い。

・「わかる英語」から「使え

る英語」に練習させる。

・基本的な単語や語句・基本

文を書けるまで練習させる。

・自己表現をする機会を増や

す。

・読む・話すだけでなく、書

かせる部分を取り入れる。

・授業時間に語句や基本文を

書く練習時間をとる。

・自己表現文を単元ごとに書

かせ、チェックする。

学力調査・体力調査・定期考

査等の分析
指導方法の課題

授業革新に向けての具体的な

手立て
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・小学校で慣れ親しんでいる

ので、やりとりに意欲的に取

り組む。

・単語や文を聞いて理解する

ことができる。

・感情を込めて読めるが、ま

とまった英文を読み取ること

ができない。

・小学校の既習単語や文法、

文章を表現することが苦手で

ある。

・相手の考えを聞いて自分の

考えを伝えるやりとりが必要

である。

・まとまりのある英文を聞い

て、概要や要点を捉えること

が必要である。

・まとまりのある英文を読ん

で、自分の意見を考える必要

がある。

・基礎的基本的な語彙、文法

を活用し自己表現すること必

要である。

・チャットのやりとりを行

い、他人の意見を聞いて自分

の考えを伝える。

・デジタル教科書を使用し、

概要や要点を聞き取る練習を

させる。

・デジタル教科書を使用し、

語彙や文の音読を反復練習を

させる。

・語彙や文法を練習させ、自

分の考えや意見を自己表現さ

せる。
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